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全国加重平均(円) 663 664 665 668 673 687 703 713 730 737 749 764 780 798 823

最高額(円) 708 708 710 714 719 739 766 791 821 837 850 869 888 907 932

最低額(円) 604 605 606 608 610 618 627 629 642 645 652 664 677 693 714
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■注：　2015年11月24日時点の為替レートで円換算

日本 アメリカ ドイツ イギリス フランス

円/時給 798 896 1,121 1,229 1,268

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

最低賃金の国際比較

連 合 新 潟
ホームページ

こんなとき

　どうする�

労働法制Q&A

(1) 第307号 2016年９月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

連合新潟ホームページアドレス 

▲

 http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/　「齋藤会長＠ブログ」発信中！

第307号� 2016. 9 .15

９月の主な活動
	9日～12日
	 	平和行動 in 根室

	10日	土曜相談会

	14日	第11回四役会議

	17日	第5回青年委員会

	24日	第6回女性委員会

	24日～25日
	 	ワーク&ライフフォーラム
� in 新発田

	28日	第11回執行委員会

Ａ ：�雇止めには、解雇権濫用法理が適用される場合がある
　期間の定めのある労働契約（有期労働契約）であっても、
更新を繰り返して期間の定めのない契約と実質的に異ならな
い状態に至っているような場合や、反復更新の実態、契約締
結時の経緯等から雇用継続への合理的期待が認められる場合は、解雇権濫用法理
（労契法第16条）が類推適用される場合がある。2012年の労契法改正によりこ
の判例法理が条文化された。（労契法第19条）

　黙示の更新：
　有期労働契約は、期間が満了すれば契約が終了するものだが、期間満了後
も労働者が働き続け、使用者もこれに異議を述べなかった場合には、黙示の
更新があったものとされ、同一労働条件での契約が締結されたものと推定さ
れる。（民法第629条１項）

　雇止めの予告：
　使用者は、①雇入れの日から１年を超えて継続勤務している場合、②３回
以上更新されている場合には、有期労働契約を更新しないようにするときは、
少なくとも、契約更新が満了する日の30日前までに、その予告をすることが、
厚生労働大臣の告示で示されている。

Ｑ：�有期労働契約を反復更新
してきたが、次回の更新

はないと言われた

公　示

連合新潟第26回年次大会
連合新潟規約第19条に基づき、
第26回年次大会を下記のとお
り開催します。

■日時　2016年11月２日（水）
　　　　13：30～16：25

■会場　新潟グランドホテル

■付議事項
・2016年度活動報告
・2016年度財政報告ならびに
会計監査報告

・2016～2017年度運動方針（案）
・2017年度予算（案）
・役員交代、退任役員の表彰

■その他
　大会終了後、レセプション
を開催します。

女性委員会第28回総会

■日時	 11月５日（土）
	 13：30～
■場所	 新潟市・
	 万代シルバーホテル

調査実施中
ご協力をお願いします

●2016年度労働条件実態調査
●2017地域ミニマム運動 賃金実態調査
連合新潟発 第207号・208号（7/26）参照

提出期限：10月3日（月）必着

青年委員会第28回総会

■日時	 11月５日（土）
	 15：30～
■場所	 新潟市・
	 万代シルバーホテル

　

連
合
新
潟
は
「
組
織
人
員
一

六
万
人
・
女
性
役
員
比
率
三
〇

％
」
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
標
を
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
達
成
す
る
た
め
、
各
構
成

組
織
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
組
織
拡
大
へ
の
取
り
組
み

や
、
新
任
役
員
の
養
成
へ
の
取

り
組
み
、
退
職
者
と
の
連
携
な

ど
に
つ
い
て
対
話
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

組
織
拡
大
に
関
し
て
は
各
構

成
組
織
が
苦
慮
し
て
お
り
、
拡

大
を
図
る
た
め
に
労
働
協
約
の

見
直
し
を
含
め
、
対
象
組
合
員

の
範
囲
の
見
直
し
（
非
正
規
労

働
者
の
組
合
員
化
、
定
年
再
雇

一
六
万
人
連
合
新
潟
・

　

女
性
役
員
比
率
三
〇
％
へ
向
け
て

用
者
の
組
合
員
化
）
な
ど
対
応

を
進
め
て
い
る
組
織
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
既
に
対
応
が
で

き
て
い
る
構
成
組
織
と
意
見
交

換
を
し
た
い
と
の
話
も
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
は
、
各
構

成
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
え
て

い
る
問
題
や
政
策
的
課
題
も
再

確
認
し
、
共
有
で
き
る
機
会
と

な
っ
て
お
り
、
内
容
は
書
記
長

事
務
局
長
会
議
な
ど
で
も
共
有

し
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

引
き
続
き
各
構
成
組
織
か
ら

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
、
新
潟
県
の
最
低

賃
金
が
い
く
ら
か
ご
存
知
で
す

か
？

　
「
七
三
一
円
」
で
す
。
今
年

一
〇
月
一
日
か
ら「
七
五
三
円
」

に
な
り
ま
す
。
最
低
賃
金
は
最

低
賃
金
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

と
お
り
、
賃
金
の
最
低
額
を
保

障
す
る
こ
と
で
、
労
働
者
の
生

活
の
安
定
や
質
の
向
上
、
事
業

の
公
正
な
競
争
の
確
保
と
と
も

に
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

今
年
一
〇
月
の
最
低
賃
金
の

改
定
で
全
国
加
重
平
均
は
、
七

九
八
円
か
ら
八
二
三
円
に
上
が

り
ま
す
。
一
番
高
い
と
こ
ろ
は

東
京
の
九
三
二
円
、
低
い
と
こ

ろ
は
宮
崎
・
沖
縄
の
七
一
四
円

と
な
り
、
二
一
八
円
の
差
と
な

り
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
１
「
地

域
別
最
低
賃
金
の
地
域
間
格

差
」
参
照
）

　

同
じ
仕
事
を
同
じ
時
間
働
い

た
と
し
て
も
貰
え
る
賃
金
は
働

く
地
域
に
よ
っ
て
違
う
と
、
高

い
賃
金
が
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

働
こ
う
と
人
口
の
移
動
が
進
み

ま
す
。
新
潟
県
で
も
、
関
東
や

北
陸
へ
人
口
が
流
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
今
の
目
安
制
度

で
は
格
差
が
広
が
る
一
方
で
す
。

今
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
に

て
、
目
安
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
お
り
、
地
域
間

格
差
が
縮
小
す
る
制
度
と
な
る

　
連
合
新
潟
は
、
長
岡
市
長
選
挙
で
三
期
目
か
ら
推
薦
し
て
き
た
こ
と
や
中
越
地
協
と
日
常
的
に

協
力
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、四
年
間
の
県
政
に
期
待
を
こ
め
、森
氏
を
「
支
持
」

し
応
援
し
ま
す
。

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
の
実
現
」
に
は

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
必
要
！

新
潟
県
知
事
選
挙

森 
民
夫
氏
を
「
支
持
」

10月の自治体選挙 連合新潟推薦予定候補者
長岡市長選挙

投票日
阿賀野市議会議員選挙

（定数20人）

告示日 ９月29日㈰
投票日 10月16日㈰

告示日 10月９日㈰
投票日 10月16日㈰

告示日 10月９日㈰
投票日 10月16日㈰ 県

知
事 

長
岡
市
長

阿
賀
野
市
議 

選
挙

よ
う
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
の
民
主

党
政
権
下
で
は
「
で
き
る
限
り

早
期
に
全
国
最
低
八
〇
〇
円
を

確
保
し
、
景
気
状
況
に
配
慮
し

つ
つ
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
全

国
平
均
一
〇
〇
〇
円
を
め
ざ

す
」
と
雇
用
戦
略
対
話
で
合
意

が
成
立
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
今
は
、
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン

で
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
六
〇
〇
兆
円
」
を

め
ざ
す
と
し
て
最
低
賃
金
を
年

三
％
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
で
は
毎
年
三
％
引

き
上
げ
て
も
二
〇
二
〇
年
に
は

九
二
六
円
に
留
ま
り
、
合
意
事

項
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
世
界

の
最
低
賃
金
を
見
て
も
、
先
進

国
と
比
較
す
る
と
日
本
は
低
水

準
で
す
。（
グ
ラ
フ
２
「
最
低
賃

金
の
国
際
比
較
」
参
照
）

　

働
い
た
対
価
を
安
心
し
た
暮

ら
し
が
で
き
る
賃
金
水
準
ま
で

引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
連
合

は
こ
れ
か
ら
も
最
低
賃
金
引
上

げ
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

10月16日

森 たみお
近
ちか

山
やま

　修
おさむ

いそだ 達
たつ

伸
のぶ 67歳（1949年4月9日生）

無所属　新人
64歳（1951年10月1日生）

《略歴》
・�明治大学政経学部経済学科卒
・�長岡市役所勤務（1976年４月〜2011年３月）
・�地域政策監（2011年４月〜）
・�長岡市副市長（2012年４月）現在に至る

《略歴》
・�東京大学工学部建築学科卒
・�長岡市長（1995年就任、以降５期）
・�新潟県市長会会長（2005年就任、以降７期）
・�全国市長会会長（2009年就任、以降４期）

無所属（民進党）１期
62歳（1953年10月23日生）

《略歴》
・�新潟県立水原高等学校普通科卒（1972.3）
・�郵政省・安田郵便局入局を経て、日本郵政
グループ・水原郵便局退職（2012.3）

・�連合下越地域協議会議長
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Go

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
す
る

連
合
・
逢
見
事
務
局
長

中央が板屋秋人さん

信濃川ウォーターシャトル「ベアトリス号」

27%

27%

46%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全く取れない

すこし取りにくい

取りやすい

まあまあ取りやすい

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2016年９月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第307号

土曜相談会 10月は８日に開催

年
内
解
散
！
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
。

前
回
の
こ
と
も
あ
る
か

ら
聞
き
流
し
て
い
た
。

が
、
本
当
ら
し
い
。
シ

ョ
ッ
ク
を
う
け
た
友
達

か
ら
の
泣
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

確
信
し
た
。
そ
う
言
え

ば
！
私
の
誕
生
日
に

「
世
界
で
ひ
と
つ
だ
け
の
花
」
の

Ｃ
Ｄ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た

わ
が
子
。
照
れ
な
が
ら「
は
い
！
」

と
差
し
出
し
て
く
れ
た
顔
や
場
所

ま
で
鮮
明
に
思
い
出
し
た
。
無
性

に
聞
き
た
く
な
っ
て
、
Ｃ
Ｄ
を
捜

し
て
み
た
け
れ
ど
ケ
ー
ス
し
か
な

か
っ
た
。
娘
と
息
子
に
、
い
い
思

い
出
話
を
し
よ
う
と
し
た
け
れ
ど

口
の
チ
ャ
ッ
ク
を
閉
め
な
お
し
た
。

も
と
も
と
特
別
な
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
♪　

心
の
中
で
歌

っ
て
た
…
。

８月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�８月のアンケートは「あなたの職場は休暇を取り

やすい？ 取りにくい？」でした。
　結果を見ると「まあまあ取りやすい」方は46％となって
いますが、「取りやすい」と感じている人は０％！反して「す
こし取りにくい」「全く取れない」方はそれぞれ27％で合わ
せると５割以上になりました。ワーク・ライフ・バランスを
政府が進めると宣言して、かなり経ちますが、この結果では、
まだまだ道半ばといったところでしょうか。労働は何より体
が資本です。最適な休暇取得で心身ともにリフレッシュし
ながら、いい仕事をしていきたいですね。
　連合新潟としてもより良い労働環境の改善に向けて取り
組みを強化していきます。
　９月のＨＰアンケートは「秋」に関する話題です。投票
をお待ちしています！

産
業
を
超
え
た
交
流
の
場

女
性
委
員
会
主
催

女
性
代
表
者
会
議

推
薦
県
議
会
議
員

と
懇
談

　

八
月
二
七
日
、
連
合
新
潟
青

年
委
員
会
が
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
き
、
ス
タ
ッ
フ
を

含
め
て
五
二
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

九
月
九
日
か
ら
一
二
日
ま
で
、

連
合
が
主
催
す
る
「
二
〇
一
六

平
和
行
動
in
根
室
」
に
連
合
新

潟
か
ら
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
〇
日
、
根
室
市
に
あ
る
北

海
道
立
北
方
四
島
交
流
セ
ン
タ

　

水
上
バ
ス
信
濃
川
ウ
ォ
ー
タ

ー
シ
ャ
ト
ル「
ベ
ア
ト
リ
ス
号
」

を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
リ
バ
ー
ク

ル
ー
ズ
を
行
い
な
が
ら
、
普
段

仕
事
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
で

き
な
い
、
産
業
を
超
え
た
交
流

を
し
ま
し
た
。
万
代
シ
テ
ィ
乗

り
場
か
ら
の
出
航
に
先
立
っ
て

は
、
西
村
ち
な
み
衆
議
院
議
員

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
出
航
を
見

送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

司
会
は
、
新
潟
お
笑
い
集
団

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
森
下
英
矢
さ

ん
が
担
当
し
、
参
加
者
の
自
己

紹
介
や
グ
ル
ー
プ
対
抗
○
×
ク

イ
ズ
な
ど
を
交
え
な
が
ら
楽
し

く
進
行
し
ま
し
た
。

　

信
濃
川
の
涼
風
や
水
上
の
開

放
感
に
も
後
押
し
さ
れ
、
参
加

者
同
士
が
交
流
し
、
絆
を
深
め

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

八
月
一
九
日
、
年
二
回
（
二

月
・
八
月
）
の
定
例
開
催
し
て

い
る
県
議
会
議
員
懇
談
会
に
、

推
薦
議
員
の
一
二
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
齋
藤
会
長
は
、

七
月
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
に

触
れ
、「
与
党
が
改
選
過
半
数

を
大
幅
に
超
え
る
議
席
を
獲
得

し
、
安
倍
首
相
が
め
ざ
す
改
憲

勢
力
は
非
改
選
と
合
わ
せ
三
分

の
二
を
超
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

八
月
二
一
日
、
連
合
新

潟
女
性
委
員
会
は
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ

ー
マ
に
、
第
二
一
回
構
成

組
織
・
第
二
五
回
連
合
地

協
女
性
代
表
者
会
議
を
開

き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
池
田
女
性
委

員
長
が
、
日
本
の
少
子
高

齢
化
や
社
会
へ
の
女
性
参

画
な
ど
の
現
状
を
示
し
、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
は
新
し
い
段
階
に

入
っ
て
い
る
。
仕
事
と
生

活
の
調
和
と
い
う
こ
と
よ

り
も
、
仕
事
は
生
活
の
中

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
、

男
女
と
も
に
充
実
し
た
人

生
を
送
る
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
。」
と
提
起
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
５
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
に
向
け
て
の
取
り

組
み
な
ど
を
討
議
し
、
そ

の
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
定
期
的
に

問
題
点
を
共
有
で
き
る
場

を
つ
く
る
」、「
国
や
県
の

主
導
で
性
別
・
年
齢
を
問

わ
ず
各
種
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を

す
る
」、「
勤
務
時
間
や
雇

用
形
態
な
ど
勤
務
条
件
を

多
様
化
す
る
」
な
ど
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
は
、
こ
れ

か
ら
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
女
性
労
働
問
題
懇
談

会
で
、
こ
の
会
議
で
得
た

意
見
を
も
と
に
労
働
局
や

県
へ
訴
え
て
い
き
ま
す
。

ー
に
て
北
方
四
島
学
習
会
が
開

か
れ
、
映
画
「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の

島
」
の
上
映
、
講
演
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

一
一
日
に
は
、
望
郷
の
岬
公

園
で
二
〇
一
六
平
和
ノ
サ
ッ
プ

集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。連
合
・

逢
見
事
務
局
長
の
あ
い
さ
つ
か

ら
始
ま
り
、
元
島
民
の
方
か
ら

力
強
い
訴
え
や
平
和
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
ピ
ー
ス
リ
レ
ー
と
続
き
、

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
後
、
が

ん
ば
ろ
う
三
唱
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
和
行
動
の
参
加

者
は
歯は
ぼ
ま
い舞
漁
港
に
移
動
し
、「
ね

む
ろ
水
産
フ
ェ
ス
タ
」
に
も
参

加
し
、
根
室
の
特
産
品
や
焼
さ

ん
ま
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

二
日
間
の
学
習
会
と
集
会
の

参
加
を
経
て
、
一
日
も
早
い
四

島
の
平
和
的
返
還
の
実
現
に
向

け
、
こ
れ
か
ら
何
を
す
べ
き
か

を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 　

連
合
主
催
の
平
和
行
動
を
北

海
道
根
室
市
に
て
、
九
月
九
日

～
一
二
日
に
か
け
て
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
平
和
行
動
は

毎
年
開
催
し
て
お
り
歴
史
認
識

や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
次
世
代
に

受
け
継
い
で
い
く
事
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
例
年
、
参
加
者

よ
り
平
和
や
歴
史
に
対
し
て
再

認
識
を
す
る
良
い
キ
ッ
カ
ケ
に

な
っ
た
と
の
声
を
聞
き
、
私
も

初
め
て
こ
の
平
和
行
動
へ
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
学
習
会
で
は
北
方

四
島
交
流
セ
ン
タ
ー
で
元
島
民
、

元
島
民
二
世
、
札
幌
の
高
校
生

と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

北
方
領
土
問
題
や
占
領
の
経
緯
、

当
時
の
生
活
、
現
在
の
活
動
を

三
者
違
っ
た
視
点
か
ら
解
説
し

今
後
予
想
さ
れ
る
労
働
法
制
の

改
悪
に
対
し
、
連
合
新
潟
・
地

協
の
各
種
取
り
組
み
に
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
連
合
新
潟
の
政

策
担
当
、
労
働
条
件
担
当
か
ら

「
二
〇
一
七
年
度
新
潟
県
予
算

に
関
わ
る
施
策
要
望
書
の
項
目

（
案
）」
と
「
二
〇
一
六
年
度

新
潟
県
最
低
賃
金
審
議
会
改
定

状
況
」
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
地
方
行
政
へ

労
働
者
の
意
見
を
反
映
し
、
誰

も
が
安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る

社
会
を
め
ざ
し
、
新
潟
県
議
会

と
市
町
村
議
会
へ
の
議
員
の
推

薦
・
支
援
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

平和行動 in 根室に
参加して

板屋　秋人
（沖プリンテッドサーキット労組）

て
頂
き
、
と
て
も
興
味
深

い
内
容
で
し
た
。

　

道
民
の
学
生
で
す
ら
北

方
領
土
を
正
し
く
理
解
し

て
い
る
方
が
一
％
と
い
う

中
で
私
た
ち
新
潟
が
ど
う

関
わ
る
べ
き
か
、
ど
ん
な

活
動
を
行
う
べ
き
か
、
返

還
に
よ
る
意
義
を
考
え
る

貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
様
な
貴
重
な
体

験
を
経
験
さ
せ
て
頂
い
た

電
機
連
合
新
潟
地
協
へ
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。


